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フ
に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
で

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
な
か
で
も
、
女
子
学
生

が
抱
い
て
い
る
不
安
を
解
消

す
る
の
が
、「
女
子
学
生
限

定
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
だ
。

　
毎
年
２
月
に
行
わ
れ
、

３
、
４
年
次
の
女
子
学
生
と

進
路
支
援
室
の
女
性
ス
タ
ッ

フ
が
参
加
す
る
。
３
年
次
生

の
質
問
に
、
内
定
を
得
た
先

輩
や
職
員
が
丁
寧
に
答
え

る
。
先
輩
の
模
擬
面
接
を
見

学
し
た
り
、
第
一
印
象
を
意

識
し
た
自
己
紹
介
を
学
ん
だ

り
と
、
実
践
も
行
わ
れ
る
。

参
加
学
生
は
「
女
子
だ
け
な

の
で
普
段
聞
け
な
い
こ
と
も

緊
張
せ
ず
に
聞
く
こ
と
が
で

き
た
」「
先
輩
か
ら
バ
ッ
グ

の
中
も
見
せ
て
も
ら
い
、
就

活
に
必
要
な
も
の
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
い
こ
と
に
つ
い
て

も
聞
き
、
就
活
の
心
構
え
が

で
き
た
」
と
話
す
。

　
女
子
学
生
限
定
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
も
多
く
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
る
の
が
、
就
職
活
動
に

ふ
さ
わ
し
い
ス
ー
ツ
や
髪
形

な
ど
の
悩
み
。
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
ス
ー
ツ
の
着
こ

な
し
方
や
小
物
の
選
び
方
を

機
械
工
学
科
は
製
造
業
が
33

・
４
％
、
情
報
電
子
工
学
科

が
情
報
通
信
業
で
23
・
０

％
、
人
間
教
育
学
科
が
医
療

・
福
祉
（
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
を
含
む
）
で
42
・
４
％

と
高
く
、
学
科
の
特
色
が
表

れ
た
。

　
就
職
先
を
地
域
別
で
み
る

と
北
海
道
・
東
北
が
59
・
８

％
（
同
２
・
３
㌽
増
）。
県

別
で
は
宮
城
県
が
37
・
７
％

（
同
増
減
な
し
）
で
最
も
高

か
っ
た
。
ま
た
、
就
職
決
定

者
の
う
ち
、
出
身
地
に
就
職

し
た
学
生
は
44
・
８
％
（
同

０
・
４
㌽
減
）。
地
元
・
宮

城
県
出
身
学
生
の
県
内
就
職

率
は
48
・
４
％
（
同
０
・
４

㌽
増
）
だ
っ
た
。

　
19
年
３
月
卒
業
の
就
職
希

望
者
に
対
す
る
就
職
決
定
率

は
98
・
８
％
（
前
年
度
比
０

・
８
㌽
減
）
で
、
８
年
ぶ
り

の
減
少
と
な
っ
た
が
高
水
準

を
保
っ
た
。
企
業
の
採
用
意

欲
が
高
ま
る
な
か
、
学
生
た

ち
の
健
闘
が
実
っ
た
結
果
と

な
っ
た
。

　
学
部
別
で
は
、
人
間
学
部

が
３
年
連
続
で
１
０
０
％
を

達
成
し
た
。
学
科
別
で
は
、

人
間
学
部
の
２
学
科
（
人
間

文
化
、
人
間
教
育
）
に
加

え
、
理
工
学
部
の
食
環
境
学

科
、
情
報
電
子
工
学
科
が
１

０
０
％
だ
っ
た
。

　
業
種
別
で
は
卸
売
・
小
売

業
が
27
・
４
％
（
同
０
・
２

㌽
減
）
で
最
も
割
合
が
高
か

っ
た
。
学
科
別
で
み
る
と
、

　
就
職
活
動
に
向
け
た
悩
み

は
学
生
そ
れ
ぞ
れ
。
本
学
で

は
「
学
生
に
寄
り
添
う
サ
ポ

ー
ト
」
を
目
指
し
、
年
間
50

回
以
上
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
、
進
路
支
援
室
の
ス
タ
ッ

　「
植
物
に
つ
い
て
深
く
学

び
た
い
」
と
考
え
て
い
た
高

校
時
代
。
野
外
実
習
を
は
じ

め
と
す
る
魅
力
的
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
引
か
れ
、
故
郷
・

千
葉
県
を
離
れ
、
石
巻
専
修

大
学
の
理
工
学
部
に
入
学
し

ま
し
た
。

　
植
物
コ
ー
ス
に
所
属
し
て

研
究
に
打
ち
込
む
中
、
３
年

次
の
６
月
に
仙
台
市
の
二
口

渓
谷
周
辺
と
宮
城
県
・
山
形

県
に
連
な
る
蔵
王
山
南
蔵
王

縦
走
路
で
行
わ
れ
た
「
植
物

学
実
習
」
を
き
っ
か
け
に
、

「
卒
業
後
は
環
境
調
査
員
に

な
り
た
い
」
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
就
活
を
始
め
た
ば
か
り
の

頃
は
、
企
業
の
採
用
担
当
者

に
伝
え
た
い
こ
と
を
う
ま
く

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

進
路
支
援
室
の
ス
タ
ッ
フ
に

相
談
。
と
て
も
丁
寧
に
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

今
で
は
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
作
成
や
面
接
の
対
応
に
自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
教
員
免
許
を
取
得
し
て
い

る
父
の
影
響
も
あ
り
、
中
学

・
高
校
の
理
科
の
教
員
免
許

と
学
芸
員
資
格
の
取
得
も
目

指
し
て
い
ま
す
。
環
境
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
関
係
の
企
業
を

中
心
に
採
用
試
験
を
受
け
な

が
ら
、
教
育
実
習
・
授
業
と

全
て
に
全
力
で
取
り
組
む
の

は
大
変
で
す
が
、
自
分
で
限

界
を
決
め
ず
、
何
事
に
も
挑

戦
し
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。

理工学部生物科学科

西廣みずほさん
 （千葉県市立銚子高）限

界
決
め
ず
に
挑
戦

　
硬
式
野
球
部
に
所
属
。
チ

ー
ム
メ
ー
ト
と
励
ま
し
合
い

な
が
ら
練
習
に
励
み
、
３
年

次
の
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
ベ
ン

チ
入
り
。
日
々
の
練
習
で
培

っ
た
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

す
る
姿
勢
は
、
勉
強
や
就
職

活
動
で
も
生
か
せ
て
い
ま

す
。
本
格
的
に
就
活
を
始
め

た
３
年
次
の
12
月
以
降
は
部

活
と
就
活
を
両
立
。
周
囲
に

流
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
持
ち

を
強
く
持
つ
こ
と
、
時
間
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　
企
業
選
び
で
は
、
業
種
や

職
種
で
は
な
く
、
自
分
が
熱

意
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
仕

事
か
ど
う
か
を
重
視
し
て
い

ま
す
。

　
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

今
年
２
月
に
参
加
し
た
厨
房

機
器
販
売
会
社
で
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
。「
自
分
が
や

り
た
い
仕
事
は
？
」
と
悩
ん

で
い
た
時
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
社
員
の
方
か
ら
話
を
聞

き
、
働
く
現
場
を
見
て
感
じ

た
の
は
仕
事
へ
の
熱
い
思

い
。
自
分
も
そ
う
い
っ
た
仕

事
が
し
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
選
考
が
始
ま

り
、
難
し
い
と
感
じ
た
の
は

面
接
試
験
。
初
め
て
の
面
接

試
験
は
、
う
ま
く
自
分
の
考

え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
進
路
支
援
室

で
な
ぜ
失
敗
し
た
の
か
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
う
な
ど
、
次

に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

経営学部経営学科

山田茂和さん
 （宮城県仙台城南高）仕

事
へ
の
熱
意
重
視

　
石
巻
市
の
隣
、
東
松
島
市

出
身
で
、
地
域
を
活
性
化
さ

せ
た
い
と
思
い
、
公
務
員
を

志
望
し
て
い
ま
す
。

　
試
験
対
策
と
し
て
、
２
年

次
か
ら
大
学
で
開
講
さ
れ
て

い
る
公
務
員
試
験
対
策
講
座

を
受
講
し
ま
し
た
。
春
・
夏

の
長
期
休
暇
を
利
用
し
て
行

わ
れ
る
講
座
で
、
集
中
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
実
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
同
じ
目
標
を
持
つ
仲

間
も
で
き
、
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
を
教
え
合
い
、
時
に
は

お
互
い
に
悩
み
を
相
談
す
る

な
ど
、
励
ま
し
合
っ
て
き
ま

し
た
。

　
３
年
次
の
夏
に
は
市
役
所

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

体
験
し
ま
し
た
。
実
際
に
働

い
て
み
た
こ
と
で
、
今
の
自

分
に
で
き
る
こ
と
、
で
き
な

い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
後

は
苦
手
を
克
服
し
よ
う
と
、

そ
れ
ま
で
以
上
に
勉
強
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
欠
か
さ
ず

出
席
。
進
路
支
援
室
の
ス
タ

ッ
フ
の
話
、
先
輩
方
の
体
験

談
な
ど
を
通
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
選
択

肢
が
広
が
り
、
興
味
を
持
っ

て
い
た
カ
メ
ラ
に
関
す
る
企

業
（
販
売
、
流
通
、
フ
ォ
ト

ス
タ
ジ
オ
な
ど
）
も
視
野
に

入
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

人間学部人間文化学科

高橋まなきさん
 （宮城県石巻西高）仲

間
と
励
ま
し
合
う

就
職
活
動
体
験
談

◇

　
学
生
一
人
一
人
が
納
得

し
た
進
路
に
進
め
る
よ
う

に
、
石
巻
専
修
大
学
で
は

就
職
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
学
生
が
自
ら
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
考
え
、
自
信
を

持
っ
て
就
職
活
動
に
臨
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

入
学
直
後
か
ら
キ
ャ
リ
ア

支
援
教
育
や
進
路
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
実
施
。
経
験
豊
富

な
ス
タ
ッ
フ
が
個
別
面
談

に
応
じ
、
夢
の
実
現
を
後

押
し
す
る
。
２
０
１
９
年

３
月
に
卒
業
し
た
学
生
の

進
路
状
況
、
特
徴
的
な
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
就

職
活
動
に
取
り
組
む
４
年

次
生
の
声
を
紹
介
す
る
。

◇

学 部 学　科 人 数

理　工

食 環 境 61( 11)

生 物 科 246( 60)

機 械 工 93(  3)

情報電子工 101(  6)

小　計 501( 80)

経　営 経 営 508( 55)

人　間

人 間 文 化 129( 32)

人 間 教 育 128( 56)

小　計 257( 88)

合　　　計 1,266(223)

◆ 学 部 ◆

課程 研究科 専　攻 人 数

修  

士

理 工 学

物 質 工 学 0( 0)

機械システム工学 1( 0)

生 命 科 学 4( 0)

経 営 学 経 営 学 2( 1)

合　　　計 7( 1)

課程 研究科 専　攻 人 数

博
士
後
期

理 工 学
生命環境科学 0( 0)

物 質機能工学 1( 0)

経 営 学 経 営 学 0( 0)

合　　　計 1( 0)

◆ 大 学 院 ◆

2019年度学生数 ※５月１日現在（カッコ内は女子内数）

学
ぶ
「
好
印
象
を
与
え
る
リ

ク
ル
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」

講
座
（
男
女
）
や
、
化
粧
品

会
社
の
専
門
家
か
ら
就
職
活

動
に
ふ
さ
わ
し
い
身
だ
し
な

み
を
学
ぶ
女
子
学
生
対
象
の

「
リ
ク
ル
ー
ト
ヘ
ア
メ
イ
ク

講
座
」
も
行
わ
れ
、
学
生
た

ち
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い

る
。

　
ほ
か
に
も
筆
記
試
験
対
策

な
ど
を
行
う
各
種
講
座
、
模

擬
面
接
を
中
心
に
総
合
的
に

必
要
な
ス
キ
ル
を
磨
く
「
就

職
活
動
総
合
セ
ミ
ナ
ー
」、

本
学
の
学
生
の
採
用
に
意
欲

的
な
企
業
約
１
５
０
社
が
参

加
す
る
「
石
巻
専
修
大
学
合

同
企
業
説
明
会
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、進
路
支
援
室
で
は
、

時
間
無
制
限
で
個
別
相
談
に

応
じ
、
模
擬
面
接
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
や
履
歴
書
の
添

削
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
２
０
１
８
年
度
の
相
談

件
数
は
延
べ
２
８
２
０
件

で
、
学
生
の
利
用
満
足
度
は

87
・
９
％
。
多
く
の
学
生
が

ス
タ
ッ
フ
と
の
面
談
を
通
し

て
自
信
を
手
に
し
、
内
定
・

合
格
と
い
う
結
果
を
勝
ち
取

っ
て
い
る
。

高水準保ち98.8％
人
間
学
部

３
年
連
続
100
％

19年３月卒業生就職決定率

豊富な支援プログラム

女
子
学
生
限
定
ガ
イ
ダ
ン
ス
も

就活総合セミナーで模擬面接に取り組む＝２月21、22日

リクルートファッション講座＝６月６日

女子学生限定ガイダンスで自己紹介を練習＝２月12日


